
D006-005 会場：303 時間：5月 29 日  9:48-10:00

月の回転変動観測としての月面の評価

Evaluation of a lunar surface as a place for observations of lunar physical librations
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国立天文台を中心として、1)月の自由ひょう動の観測から月の流体核の存否を明らかにする、2)自由ひょう動

の減衰と月の潮汐変形の観測から月マントルの弾性的性質を明らかにする、3)これらを地球や他の惑星と比較する

ことにより、月の起源と進化を明らかにすることを目的に、月面での望遠鏡による位置天文観測を 1ミリ秒角の精

度で行うことを目標にした月面天測望遠鏡（ILOM）計画を、セレーネ以降のミッション候補として以前提案したが、

その後、月レーザ測距の詳細な解析結果から月の流体核の存在の可能性があらためて指摘されたこともあり、この

計画の重要性はますます大きくなったと思われる。

計画の概要は、鏡筒が傾いても星の位置観測に影響を与えにくい写真天頂筒（PZT）型望遠鏡を月面に設置し、

星の位置を１ミリ秒角（1mas）の精度で観測することによって月の自転軸の方向をその精度で求め、対物レンズの

上に置かれた半透鏡を利用して、月の自転速度変動も求めようとするもので、この PZT 型望遠鏡の基本構成は、焦

点距離約 2mの対物レンズとその半分の位置に置かれた水銀皿とからなる。

ここでは、この種の高精度の位置天文観測を月面で行う場合の利点と問題点を、月面の環境という観点で調べ

てみる。月面の利点として考えれるのは、空気の揺らぎの無い真空、小さい振動雑音、月面の安定な基準（衛星に

比較して）等であり、月面で問題になることが予想されるのは、表面の微粒子レゴリスの存在、きびしい温度環境、

真空環境、重力場による等ポテンシャル面の歪み等である。

これらのいくつかの要素について定量的な評価の結果、問題点は技術的にかなり克服できる見通しであり、月

面の利点を生かすことによって、地球上や衛星上では困難な画期的な観測が出来る可能性がある。


